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政府における科学技術分野における男女共同参画の推進の取組
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○ 第5次男女共同参画基本計画においては、以下の４つの柱ごとに基本的方向と具体的な取組を
定めた上で、取組を進めている。

１．科学技術・学術分野における女性の参画拡大

＊ 科学技術分野における女性の採用・登用の促進、人材の育成 等

２．男女共同参画と性差の視点を踏まえた研究の促進

＊ 性差を考慮した研究・技術開発（ジェンダード・イノベーション）の促進 等

３．男女の研究者・技術者が共に働き続けやすい研究環境の整備

＊ 研究活動と育児・介護等の両立に対する支援及び環境整備 等

４．女子学生・生徒の理工系分野の選択促進及び理工系人材の育成

＊ 理工系人材の育成、理工系分野に関する女子生徒、保護者及び教員の理解促進 等

○ 今年度、科学技術分野における男女共同参画の推進に関連する以下のような文書も取りまとめられ
ており、政府においては、これらに基づき積極的に取組を行っている。

・ 総合科学技術・イノベーション会議 教育・人材育成ワーキンググループ
「Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」 （令和４年６月２日）

・ 教育未来創造会議

「我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言）」 （令和４年５月１０日）

※ 同提言の工程表は同年９月に公表
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第５次男女共同参画基本計画の成果目標と現状

項目 成果目標（期限）

①大学の理工系の教員（講師以上）に占める女性の割合 理学系：12.0％、工学系： 9.0％（2025年）

②大学の研究者の採用に占める女性の割合
理学系：20％、工学系：15％、

農学系：30％、医歯薬学系：30％、
人文科学系45％、社会科学系：30％

（2025年）

③大学（学部）の理工系の学生に占める女性の割合 前年度以上（毎年度）

（目標）

2資料出所：文部科学省「教員統計調査」
※資料出所は、実績値の出所を示すもの

①大学の理工系の教員（講師以上）に占める女性の割合

【理学系】 【工学系】
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②大学の研究者の採用に占める女性の割合
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資料出所：文部科学省
※大学が採用した教員（非常勤教員を除く）のうち、教授、准教授、講師、助教について集計。
※2014年は、「保健系（医学・歯学・薬学系）」と「保健系（その他）」を区別せず、保健系全体の数値を集計している。
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③大学（学部）の理工系の学生に占める女性の割合

資料出所：文部科学省「学校基本統計」（各年５月１日現在）
※資料出所は、実績値の出所を示すもの
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2008 2020

理学部 22,141人
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前年度以上
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※2022年度女子学生数
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4
※OECD.statより作成 2020年データ （2023.1.12時点）

※ICT分野としてのデータなし
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昨年度データから傾向や平均値はほぼ変わっておらず、自然科学系、工学系で日本はOECD諸国の中で最下位。



令和３年度 内閣府委託調査
「女子生徒等の理工系分野への進路選択における地域性についての調査研究」

【調査の背景と目的】
我が国の理工系分野における女性研究者・技術者の割合は依然として低い水準にあり、今後、イノベーションの創出によって社会の課
題を解決するためにも、女性研究者等の活躍を推進することは急務である。しかしながら、特に理工系分野において次代を担う女子学
生の比率は低い状況である。本調査では、地域によって異なる進路選択の実態の把握及び要因分析を行い、その結果を踏まえて、女
子生徒の理工系分野への進路選択を促進するうえで重点的な取組が求められる分野・地域等、今後の事業のフォーカス・エリアを特定
することを目的とする。

調査概要

【調査実施方法】
①統計に基づく集計・分析
 文部科学省「学校基本調査」の二次分析により、出身都道府県ごとの学部別男女別入学者数の集計や、進路選択に関する
地域別の特徴について整理し、都道府県別にみた理工系分野への進学状況の実態を把握。

 さらに、理工学部の設置状況、地域の社会経済状況、産業構造等に関する各種統計データと、４年制大学や理工系分野への
進路選択との関連性を分析し、大学進学率や理工系分野に占める女性比率の地域格差に影響を与える要因について検討。

②高校生に対する進路選択アンケート調査
 高校生の進路希望や進路選択の理由、保護者や教員からの働きかけ、固定的性別役割分担意識等を把握するため、インター
ネット・モニターを対象としたWebアンケート調査を実施。

 全国の高校生から性別や居住地域に偏りなく回答を得るため、性別・地域ブロックによる割付を実施。
 最終的に、高校生本人から4,594件の回答を得た。回収件数は以下のとおり。

※上記のほか、「高校生の子を持つ保護者（モニター登録者）に配信し、保護者による代理回答が困難な一部設問を除き、保護者に回答を依頼する方法」による回収も行い、保護
者の代理回答で446件の回答を得た。したがって、高校生本人の回答と合わせ、回収数は5,040件であった。ただし、保護者による代理回答では、高校生本人の回答と比べて「わから
ない」の回答割合が高いなど、一部の設問で回答傾向の違いが確認されたことから、集計対象は高校生本人の回答のみとしている。

性別 地域ブロック 計
北海道・東北 南関東 北関東・甲信 北陸 東海 近畿 中国・四国 九州・沖縄

女性 273 666 200 106 310 415 224 291 2,485
男性 203 661 146 68 246 393 177 175 2,069
その他 9 10 5 0 2 8 1 5 40
合計 485 1,337 351 174 558 816 402 471 4,594
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今後のフォーカス・エリアについて（調査結果を踏まえた提言）

 女性の理工系分野への進路選択を促進するうえで、人口「５万人未満」の地域は相対的に課題が
大きく、今後重点的に取り組むべき地域と考えられる。

 「５万人未満」の地域における課題
 進路に関して、近隣に大学等の高等教育機関が少なく選択肢が狭い。
 地域的に、理系的経験に関する資源が少ない。（イベント等の開催頻度が低い、イベント等へのアクセスが悪い 等）
 家庭内に大学に関する有形無形の資源が少ない。（親世代における大卒者の比率が低い 等）

 「５万人未満」の地域において今後求められる取組として、大きく以下の２点が挙げられる。

 高等教育機関へのアクセスの改善
（情報提供等を通じた、理工系分野への進学・職業イメージの向上）
 生徒の進学意欲を高める観点から、理工系の学部で学んだり研究したりする内容の具体的なイメージや、卒業後の理工系分

野での就職に関する情報提供を、中学生や高校生に対して積極的に実施。
 家庭環境や居住地域により進学しにくい生徒に対し、大学進学及び入学後のサポート等を促進することも有効。

 幼少期からの体験やイベント等を通じた、理工系分野への興味を深める機会の創出
 出前実験教室やオンライン教室の開催のほか、スクールバス等を活用したイベントへのアクセスの向上。
 ５万人未満の市町村の児童・生徒が参加しやすいような工夫を講じるとともに、参加者の性別が偏らないよう、児童・生徒及び

イベント登壇者の性別統計収集を必須とすることが望まれる。
 市町村の協力体制の下、公民館等の地域の拠点を活用したオンラインイベント（パブリックビューイング等）の開催も一案。

令和３年度 内閣府調査 「女子生徒等の理工系分野への
進路選択における地域性についての調査研究」
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～内閣府委託調査より～
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※出所：「多様な選択を可能にする学びに関する調査」

（平成30年内閣府調査）

●中学生の頃に、働く上でのイメージや進路選択において影響を受けた人は、女性は母親、男性は父親と、同性の親の
影響を顕著に受けている。

●また、女性保護者の最終学歴が理系の場合、その子（女子）は、将来の進路を「理系」とする割合が高くなっている。

進路選択において影響を受けたもの
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※出所：「女子生徒等の理工系進路選択支援に向けた生徒等の意識に関する
調査研究」（平成29年内閣府調査）
調査対象は中学２年生。
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※出所：内閣府男女共同参画局
令和４年度性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査研究

●昨年度に続き、調査研究の中で理系の進路選択に関するアンコンシャス・バイアスに関する項目について調査を実施。
●昨年度調査結果と同様に、「女性に理系の進路（学校・職業）は向いていない」という測定項目について、「そう思う」又は
「どちらかと言えばそう思う」 と回答した者の割合は、いずれの世代でも男性の方が高い。
●一方、そうした考えを決めつけられた経験のある女性の割合は、直接・間接を問わず、男性より多い。また、メディアで見
たり聞いたりしたことがあると回答した者の割合は、男女ともに約15％となっており、 こうした経験が女子学生の進路選

択に影響を与えていることも考えられる。
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男性計

女性計

※ 【直接】直接言われたり聞いたり したことがある
【間接】直接ではないが言動や態度からそのように感じたことがある
【メディア】メディアで見たことがある



中学校教員向けアンコンシャス･バイアス
払しょくのための啓発資料

教員等の指導者の方々へ向けて、
〇男女共同参画の視点の必要性
〇無意識に持っていた固定概念・考え方や言動への気付き

＜無意識に行っている言動＞
・テストの点数の良かった女子生徒に、「女子なのに数学／理科ができて、すごいね」
と言葉をかけている

・理科の実験授業において、操作は男子、記録は女子、という生徒間の役割分担が自然と
できており、それに任せている

〇男女共同参画に配慮した理数授業の事例
〇教員のアドバイスをきっかけに理数系に進んだ女性の事例
等から構成される、啓発資料「男女共同参画の視点を取り込んだ理数系教科の
授業づくり～中学校を中心として～」を作成。

▲生徒が実際に行った板書発表の内容▲授業で生徒が作成したイルミネーションの一部▲じゃんけんをしながら確率を計算する様子

文部科学省と連携して普及を図り、教員等の指導者の無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）の払しょくに取り組む。

中学生へのメッセージ動画
http://wwwc.cao.go.jp/lib_008/c-
challenge/movie_20210317_02.
html

9令和４年度は本啓発資料をもとに、研修用動画を制作する予定。



STEM Girls Ambassadorsによる理工系女性人材育成
・STEM Girls Ambassadorsを派遣し、全国5都市でワークショップ等を開催

理工チャレンジ（リコチャレ！） ～女子生徒等の理工系への進路選択を促進～

リコチャレ応援団体
募集

ウェブサイト

「理工チャレンジ」
・ イベント情報 ・ロールモデル情報
・ 団体からの応援メッセージ

シンポジウム
・有識者や実際に活躍する女性研究者

・技術者（ロールモデル）による情報発信
・IT業界で活躍する女性(ロールモデル)

提示等

募集

夏のリコチャレ
・夏休み期間中、大学、企業

学術団体等がイベントを実施

・内閣府・文科省・経団連がサポート

理工系女子
応援ネットワーク会議

・理工系女子応援ネットワークに登録した
団体が出席

・相互連携に向けた情報共有や取組方針
を検討

理工チャレンジの趣旨に賛同する

大学・企業・学術団体等 861団体
令和４年12月現在

理工系女子
応援ネットワーク

リコチャレ応援団体のうち、具体的な
支援を行う団体

211団体

令和４年12月現在

10

取 組

リコチャレは、女子中高生等が、理工系分野に興味・関心を持ち、将来の自分をしっかりイメージして進路選択
することを応援するため、平成17年（2005年）より内閣府男女共同参画局が中心となって行っている取組です。

調査研究
・女性生徒等の理工系分野への進路選択支援を目的とした

各種支援策の調査研究、事例集作成
・女子生徒等の理工系分野への進路選択を阻害するアンコンシ
ャス・バイアスの払拭を目的とする研修用動画制作

若手理工系人材（ロールモデル）による出前授業［新規］
・人口5万人以下の市区町村の自治体や学校へ、企業・大学等の理工系人材を派遣する 10



内閣府・文部科学省・日本経済団体連合会の共催で、夏休み期間を利用して行われる
主に女子中高生等を対象とした、企業・大学・学術団体等のイベントを取りまとめて発信

職場見学、工場見学、シンポジウム、実験教室、先輩女性社員との交流等

こども霞が関見学デー「求む！未来の理工系女子！」
（株式会社エスワイシステム・内閣府男女共同参画局）

オンライン女性交流会～リケジョのお仕事紹介～
（太平洋セメント株式会社）

Girls summer Labo ハイブリッド（ライオン株式会社）未来ひろがる産総研ラボ（産業技術総合研究所）

夏のリコチャレ2022 開催実績
参加団体数：92  
イベント数：162

参加者数：5,000名以上
（アンケート提出53団体分）

夏のリコチャレ2022

11
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理工系女子応援ネットワーク会議
•理工系女子応援ネットワークに登録した団体を主な対象として開催
取組に関心のあるリコチャレ応援団体と、自治体も参加

•令和４年度は10/17にオンラインで開催 89団体･131名が出席
•事例紹介、取組情報交換、団体間ネットワーキング等、今後に向けた連携強化を行う

基調講演
お茶の水女子大学 理系育成啓発研究所
「女子中高生の理系への進路選択を後押しするために」

＊ 女子生徒の理系進路選択を促すための教員・保護者向け講演
会を実施していることのほか、附属幼稚園保護者対象のセミナー
を開催していること等の照会あり。

取組事例発表①
ライオン株式会社/兵庫県明石市
企業と自治体が協働し、オンラインと対面の
ハイブリッド方式での実験教室

取組事例発表②
国立研究開発法人 産業技術総合研究所
オンラインでの人工イクラを作る実験やＶＲ体験

グループディスカッション
イベント実施済みの団体からイベントや集客の工夫点の
情報共有や、イベント実施に関する疑問点の質問確認、意見交換等



・内閣府・文部科学省・JSTの共催 ・女子中高生、保護者、教員等を対象

シンポジウム

2022年度オンラインシンポジウム

13

公開：令和４年７月12日～



理工チャレンジHP

14

リコチャレ応援団体（※）の紹介、イベント等の掲載。そのほか、先輩理工系女性からのメッセージ
を掲載するとともに、質問も可能。
※８６１団体（行政機関：51団体、企業：265団体、学術・研究機関等：139団体、大学等：364団体、その他：42団体）



講演実績（2022年度以降）

女子生徒等の理工系分野への進路選択を促進するため、理工系分野で活躍
する多様な女性の姿（ロールモデル）を示すとともに、女子生徒等の理工系進路
選択を社会全体で応援する気運醸成を図ることを目的。
ロールモデルの提示策を強化すべく、今年度から、Ambassodorsからのメッセー
ジ動画をリコチャレHP及び男女共同参画局公式YouTubeにて公開。

阿部 玲子 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル
インド現地法人 取締役会長

杉本 雛乃 学生（東京大学大学院工学研究科バイオエンジニアリング専
攻・2018ミス・インターナショナル日本代表）

ズナイデン
房子

日本マクドナルド株式会社
取締役上席執行役員 ＣＭＯ

玉城 絵美 H2L,Inc.CEO、琉球大学工学部教授
中島 さち子 音楽家、数学研究者、

(株)steAm代表取締役
山崎 直子 宇宙飛行士
渡辺 美代子 日本大学 常務理事、NPO法人ウッドデッキ 代表理事

Ambassador一覧（令和５年１月時点） ※敬称略・五十音順

主な活動

1. 地方公共団体や学校等において開催されるセミナー、シンポジウムでの講演等
2. 広報誌やWebサイト上でのメッセージ発信
3. その他本事業の趣旨に鑑み相応しい活動

実施（予定）日 イベント・派遣先学校名

22/8/23 栃木県理工系女子のWorkフェスタ2022

22/8/24 栃木県理工系女子のWorkフェスタ2022

22/10/4 学校法人星野学園（埼玉県川越市）

23/1/18 安田女子高等学校（広島県広島市）

23/2/10 近畿大学付属広島高等学校東広島校
（広島県東広島市）

23/2/27 松茂小学校（徳島県板野郡松茂町）

23/3/2 山陽小野田市高千帆中学校
（山口県山陽小野田市）

23/3/10 八幡浜高等学校（愛媛県八幡浜市）

23/６月 山陽小野田市立竜王中学校
（山口県山陽小野田市）

15
※2019年度以降の講演参加者計：約1,300名。ただし、2020～21年
度は新型コロナウイルス感染拡大により派遣実績なし



Ⅳ 女性の登用目標達成（第５次男女共同参画基本計画の着実な実行）
（４）科学技術・学術分野
科学技術・学術分野において男女共同参画を進め、研究・技術開発に多様な視点を取り入れ

ていくことは、ジェンダード・イノベーションの創出にもつながり、重要である。このため、
大学の理工系の教員（講師以上）に占める女性の割合や大学の研究者の採用に占める女性の割
合を令和７年までに引き上げる目標を分野別に掲げるとともに、大学（学部）の理工系の学生
に占める女性の割合を毎年度高めるとの目標を定めている。また、大学の准教授及び教授等
（学長、副学長及び教授）に占める女性の割合（令和３年：准教授26.1％、教授等18.2％）
を令和７年までにそれぞれ引き上げる目標（准教授30％、教授等23％）を掲げているところ
、これらの目標を達成するため、以下の取組を進める。
〇理工系分野への進学を選択する女子学生への支援
給付型奨学金や授業料等減免の制度について、理工系や農学系の分野に進学する女子学生を対
象とした官民共同の修学支援プログラムを創設する。【文部科学省】
女子中高生の理系分野に対する興味・関心を喚起し、理系分野へ進むことを支援するための取
組を行っている大学等に対して、教育委員会や学校等の協力を得て効果検証を行うことを促す
とともに、取組の好事例の普及を図る。また、出産・育児等のライフイベントと研究との両立
や女性研究者の研究力向上を通じたリーダーの育成を一体的に推進するダイバーシティ実現に
向けた大学等の取組を支援するとともに、女子中高生の適切な理系進路選択を促すため、
中・高等学校との連携強化を一体的に進める。【文部科学省】

「女性活躍・男女共同参画の重点方針2022」
(女性版骨太の方針2022)（抄）

（令和４年６月３日政府決定）
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Ⅳ 女性の登用目標達成（第５次男女共同参画基本計画の着実な実行）
（４）科学技術・学術分野
〇大学入学者選抜における多様な入試方法の推進
学部等の枠を超えた大学入学者選抜の実施などによる入学後の専攻分野の決定（レイトスペシ
ャライゼーション）や、入学後の専攻分野の転換、編入学など、学生が大学での学修の中で専
攻分野を決定したり、専攻分野の転換をより容易にしたりする等の複線的・多面的な学びを通
じて、早期に文理選択を行う必要のない環境の構築を進め、女子の理工系分野への進学者の増
加を目指す。【文部科学省】
女子学生の占める割合の少ない分野の大学入学者選抜における女子学生枠の確保等に積極的に
取り組む大学等に対して、運営費交付金や私学助成による支援を強化する。【文部科学省】

○大学への資源配分におけるインセンティブの強化
国立大学法人運営費交付金や私立大学等経常費補助金を始めとする大学への資源配分において
、学長、副学長及び教授における女性登用に対するインセンティブを引き続き付与する。また
、出産・育児等のライフイベントが女性研究者のキャリア形成に支障を来さないよう、大学に
おいて若手教員を採用する際には、産前産後休暇や育児休業の期間を配慮するよう促す。
【文部科学省】

「女性活躍・男女共同参画の重点方針2022」
(女性版骨太の方針2022)（抄）

（令和４年６月３日政府決定）
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Ⅳ 女性の登用目標達成（第５次男女共同参画基本計画の着実な実行）
（４）科学技術・学術分野
〇科学技術・学術分野における女性登用の促進
大学や国の研究開発法人も含めた研究機関に対して、女性活躍推進法を活用し、機関の特性等に応
じて、女性教員の採用割合や学長、副学長等の女性管理職への登用割合などの目標及びこれらの目
標を達成するための具体的取組を定めるよう要請した結果を把握する。【文部科学省、関係府省】

〇女子中高生の理工系の学びや分野選択の促進
保護者や学校、社会による「女子は理系に向いていない」等のジェンダーバイアス解消に向けて、
政府・大学・産業界一体となってＳＮＳ等を通じて多角的に情報発信する。また、大学・企業の双
方からロールモデルを提示し、ロールモデルによる出前授業を実施すること等により、理系選択者
の増加に向けた取組を行う。【内閣府、文部科学省、経済産業省】

「女性活躍・男女共同参画の重点方針2022」
(女性版骨太の方針2022)（抄）

（令和４年６月３日政府決定）
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